






馬渕貞利

　このところ毎年のように異常気象が続いています。今年の夏
も集中豪雨によって西日本各地が大災害に見舞われ、その後
も至る所で記録的な暑さが続きました。こうした中で、私は７月
末に青森県三戸地方の小学校英語の研修会に出席してきまし
た。学芸大学英語科の粕谷恭子先生に小学校英語の指導方
法について講演してもらうという研修会です。この企画は青森
県支部からの依頼を受けて、辟雍会が仲介する形で実現しま
した。当日は、青森県東部の各地区から50名近い小・中学校の
先生方が参加され、研究授業を踏まえた粕谷先生の実践的な
お話に熱心に聞き入っておられました。そうした場に同席して、
私は、大学と地域を結ぶこのような教育活動に辟雍会が関与
できたことの意味を再認識させられました。今後の辟雍会活動
を発展させていく大きな方向性のようなものを見出した気がし
たからです。

　ところで、今年は、現天皇の生前退位が本決まりとなって、来
年の４月をもって「平成」という時代が終わる、いわば一つの
「区切りの年」にもなります。この「平成」という時代が後世どの
ように評価されるか分かりませんが、同時代に生きる者の実感
としては、バブルが弾け、右肩上がりの日本経済の成長が止
まって、なかなかこの「停滞状況」から抜け出せないでいる時代
でもありました。そのため、「失われた30年」という言葉すら時々
耳にします。しかし、東京学芸大学にとっての「平成の時代」は、
新課程の「教養系」が教員養成課程の「教育系」と併存する時
代でもありました。この30年間に１万名を超える学生が「教養
系」卒業生として輩出し、社会のさまざまな分野で活躍していま
す。当初、文部科学省では教員需要の調整機能を持つ教育学
部内の１コースとして「教養系」を位置づける傾向が強かった
のですが、大学の先生たちの熱意と情熱により、またそれ以上
に「教養系」に入学してきた学生たちの意欲と努力により、「教
養系」の存在は教員養成系大学に新たな活気をもたらす源泉
となりました。

　学芸大学にとって「教養系」が存在することは、まず第一に、
高い専門的素養を持った教員の養成に弾みをつけたように思
われます。文系・理系・実技系を問わず、一般の専門大学・学部
に決して引けを取らない専門的素養の高さは、「教養系」の成
立以前から学芸大学の特質であり、学芸大卒の教員の自負・自
信を裏付けるものでもありました。そこに特色ある教育的専門

性をもつ「教養系」ができたことによって、学芸大学はいっそう
内容の充実した大学になりました。事実、「平成の時代」に学芸
大学のグレードがますます上がって来たことは万人の認めると
ころです。第二に、「教養系」の存在は、学芸大学に対する国際
的な注目度も高めました。一時、留学生の数は500名を超える
ほどの規模になり、大学間の国際交流も活発になって、「東アジ
ア教員養成コンソーシアム」なども発足させることができました。
そうしたことのすべてが「教育系」・「教養系」を問わず学芸大生
の国際的感覚を養う上でとても有益であったと思います。社会
のさまざまな分野で個性あふれる活動をしている卒業生たち、
自国に帰って（あるいは日本において）多彩な活動をしている外
国人卒業生たち、―　辟雍会は、卒業後、学校教員として活躍
している人びととともに、こうした「教養系」出身者たちを含めた
「オール学芸」の活動の場となる必要があります。そのための組
織づくりも含めて、これからの辟雍会に課せられた課題は大き
いと思います。

　「啐啄同時」……この難しい言葉は、かつて鷲山学長時代に
学長室で耳にした言葉ですが、「啐」とは卵の中の雛が親を呼
ぶ声（「雛が中から卵の殻をつつく音」という説もあります）、
「啄」とは親鳥がコツコツと卵の殻をつつく音の意味で、その両
方が同時に響き合った時に雛は卵からかえることができるとい
うことのようです。中国の宋代に編まれた禅宗の教本『碧巌録』
の中にある言葉です。この言葉のポイントは、心の通じ合いとい
うか、阿吽の呼吸というか、まさにその同時性にあり、「啐」と
「啄」とが同時に行われることによって雛が無事かえることがで
きるというわけです。この同時性の大切さという考え方を教育の
場に適用して、教師中心でもなく、生徒中心でもなく、まさに両
者の気持ちや能力がマッチした時に教育の効果が最大化され
ると言われています。つまり、教育の場においては、とりわけ教師
にそうした「機」を察知する能力が求められていると言うことで
しょう。このように「啐啄同時」とは理想的な教育・学習の在り方
を示す言葉としても意味深長な言葉ですが、辟雍会の活動に
も当てはめることができるように思えます。辟雍会支部と本部と
の間でも、辟雍会員と役員の間でも、そういう関係が成立するよ
うに活動していくことが望まれているように思えるのです。
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